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提供機関：北陸学院大学短期大学部 

科
目
名 

コミュニティと犯罪 授業形態 開講期間 4月8日 ～ 7月22日 

英文科目名 Community and Crime ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

 

 

◯ 
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開講時間 金曜日 第4講時 19：10 ～ 20：40 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 竹中 祐二 開講場所 
石川県政記念しいのき迎賓館 

3階 セミナールームB 

単位数 2単位 

定員数 20名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 抽選 

成績評価の 

方   法 

適宜課す小課題， 

および期末レポート課題によって評価

する。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

        10,000円 

科
目
の
内
容 

 日常的に，絶えずその被害に脅かされることはなくても，「犯罪」は市民生活における重要な課題であり続

けています。市民生活を脅かすものの総体として犯罪を定義することができる一方で，どの様な手段を採って

もとにかく無くしてしまえば良いといった，簡単な話では決してありません。この授業では，「コミュニティ」

との関わりから，私たちの社会・生活にとって「犯罪」が与える様々な影響について向き合うことを目的とし

ます。具体的には，どうやって犯罪被害を防ぐのかという，犯罪予防の理論と実際について，中心的に学習し

ます。またその際，机上の理論に留まるのではなく，実際にフィールドワークを実施することも検討していま

す。そして，こういった実際に主体的な関わりを持つことで，犯罪統制に，誰が，どういった責任を持ってい

るのか／持つべきなのか，その考え方の背景にはどういった価値観があるのか，という，現代社会を読み解く

ことのできる社会学的視点を獲得することも，合わせてこの授業の目的とします。 

その他特記事項 

授業に代えて，ないし課

題として，フィールド

ワークを実施する予定で

あるが，諸般の事情で中

止する可能性がある。 

 

授業担当教員紹介 URL https://researchmap.jp/y-takenaka/ 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail y-takenaka@hokurikugakuin.ac.jp 
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